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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成２２年５月１７日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせ

いたします。 

記 

 
１．業績予想の修正  平成２３年３月期第２四半期累計期間（平成２２年４月１日～平成２２年９月３０日） 
 
（１）連結業績予想                                  （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ６，５９０ ２８０ ２５０ １００ ８．４３

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  ７，１１０ ４９４ ３５９ ２０７ １７．５１

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  ５２０ ２１４ １０９ １０７ －

増 減 率 ７．９ ７６．４ ４３．６ １０７．０ －

（ご参考）前期（平成２２年３月期第２四半期）実績 ６，１４８ ８４ △１０１ △５９ △４．９７

 
（２）個別業績予想                                  （単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  ４，５００ １５０ １７５ ７５ ６．３２

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）  ４，８９６ ３０４ ３４３ ５２ ４．３９

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  ３９６ １５４ １６８ △２３  －

増 減 率 ８．８ １０２．７ ９６．０ △３０．７ －

（ご参考）前期（平成２２年３月期第２四半期）実績 ４，２４１ ５３ ７７ ９ ０．７８

 
２．業績予想修正の理由 

（１）連結業績予想 

景気回復の勢いが一段と緩やかになっているわが国経済の動きを反映し、広告需要は底を打ったものの大きく

回復するには至っておりませんが、その中で当社が主力とするテレビコマーシャルの需要は回復基調を維持して

おります。このような環境の中にありまして、当社グループでは、引き続き、制作原価率の抑制、コストの削減

等による収益力の強化と、グループ全体の営業体制強化に努め、全社を挙げてより一層の業績の改善に努めてま

いりました。この結果、売上高、営業利益、経常利益、四半期純利益とも前回発表予想を上回る見込みです。 

（２）個別業績予想 

上記の理由から、個別業績も、売上高、営業利益、経常利益とも前回発表予想を上回る見込みですが、四半期

純利益につきましては、本日発表の「特別損失の計上に関するお知らせ」のとおり、特別損失を計上することか

ら、前回発表予想を下回る見込みです。 

 

  なお、連結および個別の通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績が当初予想を上回って推移してい

るものの、今後の経済情勢等を考慮し、概ね当初予想通りの業績となる見込みであり、前回公表の予想数値に変更はあ

りません。 

 （注） 上記の予想は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後様々な

要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 


